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NII Special 1
特  集：超高速データベースエンジンが拓く世界Database

Engine

新原理「非順序型実行」で、データ処 理速度1000 倍も可能 に

喜連川優教授が中心研究者として推
進している、内閣府の最先端研究開発支
援プログラム「超巨大データベース時代
に向けた最高速データベースエンジンの
開発と当該エンジンを核とする戦略的社
会サービスの実証・評価」において、超
高速ベータベースエンジンの核となって
いる実行原理が「非順序型実行」である。
データ処理を従来よりも1000倍速くする
ことも可能な実行原理とは、どのような
ものなのか。そして、なぜ速いのか――。
喜連川教授は、次のように語る。

「現在の一般的なデータベースという
のは、データの処理を『順序型』の実行
原理に基づいて行っています。ある命令
がくると、それを実行し、終わったら次
の命令を実行するという処理を順番に繰
り返していくというものです。したがっ
て、命令も順序だててしなければいけな
い。それに対して、必要な命令を最初に
全部言ってしまおうというのが『非順序
型』の実行原理です。これとあれのデー
タがほしいと返事が返ってくる前に、必
要になったらどんどんと命令する。する
と、データはばらばらな順序で返ってく
るけれども、それで構わない。最後につ
じつまが合えばいいだろうという発想
なんです。だから速くなります」

従来の実行原理では、通常は事前に
決められた順序に従ってデータ処理を
行うため、一つ処理しては戻し、とい

うやりとりに時間を要する。また、あ
るパートが一つの処理を行っている間、
別 の パ ー ト は 待 機 し て い る こ と に な
る。データの処理にかかる時間のほとん
どは、じつはこうした待ち時間であり、
ハードウェアも使われずに休んでいる
部分が多い。しかし、たくさんのパー
トが一気に働いて処理を行えば、時間
は劇的に短縮できる。

複数のパートが同時に処理を行うと聞
くと「分散処理」や「並列処理」と同じ
ようなものではないのかと思えてくる。
しかし、喜連川教授によると、その両者
とはまったく異なるのだという。

「分散も並列も順序実行を分割して処
理するもので、あらかじめ決められた順

番に従って処理するという点では従来方
式と変わりません。ところが、非順序型
実行は、命令を実行するたびに処理のパ
ターンが変わるのです。でも最後にはつ
じつまが合うのです」

素人考えだと、そんな曖昧なことで
うまくいくのだろうかと思ってしまう。

「この原理を最初に思いついたのは 2005
年頃のことですが、当初はわれわれ自身
もうまくいくのか半信半疑でした。けれ
ども、実際にこの原理をデータベース
エンジンに適用してみると、なかなかい
い手応えがある。そこで日立製作所と一
緒に、この原理でデータベースエンジン
を開発しようということになった。ただ、
それは今あるものをちょっと改良すると
いうレベルのことではありません。ソー
スコードを一から書き直すという、大き
な決断と労力を要するチャレンジでし
た」と喜連川教授は振り返る。

そのチャレンジが実を結び、日立製作
所が2012年５月末に製品化したデータ
ベースでは、従来の100倍という驚異的
な処理速度の向上を達成した。ハードウェ
アはそのまま、データベースエンジンの
ソフトウェアを変えただけで、である。

「ただ、目標はあくまでも 1000 倍です。
3 桁速くなれば、世界が変わる。今より
1000 倍大きいデータも、今と同じ感覚
で活用できるようになるぐらいでなけれ
ば、ビッグデータの時代をリードするこ
とはできないでしょう。そのためには
ハードウェアにも能力が必要になります

から、現在はマルチコアサーバを利用し
て、目標達成に向けて開発の最終段階に
入っています」

データベースで最も一般的なのが、リ
レーショナルデータベースと呼ばれる管
理方法に基づいたものである。その基本
的原理は 30 年以上変わらず、ある程度
完成されたものと考えられていたが、非
順序型実行原理でその根っこの部分にメ
スを入れようとしている。ギガからテ
ラ、ペタ、エクサ、ゼタと、爆発的に扱
うデータ量が増えていくビッグデータ時
代。1000 倍高速なデータベースエンジン
が、その時代の先端を切り拓いていくこ
とが期待されよう。

（取材・文＝関亜希子）

ビッグデータの利活用を進める上で欠かせないのが、巨大なデータを高速に処理できるデータベースエンジンだ。一般的なデータベー
スエンジンの技術は近年、成熟していると考えられてきたが、東京大学 生産技術研究所の喜連川優教授が中心となって開発を進めて
いるのが新原理「非順序型実行」に基づく超高速データベースエンジンである。「非決定的な実行」により、従来の 1000 倍高速な検索
を目指すという、最先端研究開発支援プログラムの現状について、喜連川教授に訊く。
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2012 年５月末に株式会社日立製作所（以
下、日立）が発表した高速データアクセス基
盤が、IT 業界の大きな注目を集めている。従
来自社比約 100 倍 ※1という高速検索能力を持
つ「Hitachi Advanced Data Binder プラット
フォーム」。それは、最先端研究開発支援プロ
グラムにおいて東京大学と日立が共同で推進
している超高速データベースエンジンの研究
開発 ※2の成果を製品化したものだ。

ビジネスや社会活動におけるビッグデー
タの利活用が注目を集めているなか、Hitachi 
Advanced Data Binder プラットフォームは、
データの検索と分析を強力に支援するツール
として製品化された。超高速データベース
エンジンの鍵を握っているのは、もちろん喜
連川教授が中心となって考案した非順序型実
行原理 ※3である。開発陣は、日本発のすば

らしい原理をいち早く製品として世に送り出
していくことで、ビッグデータの利活用に貢
献したいという思いから開発に臨んだという。
ただ、それは決して簡単なことではなかった。

開発は、非順序型実行原理を、日立が培っ
てきたデータベースエンジン HiRDB に投入す
るという形で行われた。しかし、そのために
は、日立がこれまで営々と築いてきたコード
ボディを捨て、新原理に基づいて書き直す必
要があった。IT ベンダーにとって、それは非
常に勇気の要ることである。しかし、「それ
ぐらいのことをしなければイノベーティブな
ものは作れない」との覚悟で挑戦を決めたと
いう。成功すれば、データベースのパラダイ
ムを変えるかもしれない挑戦。若手研究者・
技術者にとっても、やりがいのあるものと
なったことは間違いないだろう。

今回は、これまでの研究開発成果を反映
し、従来自社比で約 100 倍のデータ検索性能
を発揮するデータベースエンジンを製品化し
たが、さらに東京大学と日立は、研究開発に
おける最終的な目標として、2013 年度中に従
来型データベースエンジン比で1000倍のデー
タ検索性能達成をめざし研究を続けている。

超高速データベースエンジンが拓く新たな
る地平は、ビジネスや社会にどのような変革を
もたらすのだろうか。期待を込めて注視したい。

※ 1　解析系データベースに関する標準的なベンチマー
クを元に作成した、各種のデータ解析要求の実行性能を
計測。データ解析要求の種類によって高速化率に差は見
られるが、データベースにおいて特定の条件を満たす一
定量のデータを絞り込んで解析を行うデータ解析要求を
対象とした結果。

※ 2　喜連川 FIRST プロジェクトにて実施。

※ 3　喜連川教授・合田特任准教授（東京大学）が考案し
た新原理。

パラダイム転換でビッグデータ利活用を促進する日本発の原理を、
高速データアクセス基盤に活用
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「東京大学との共同研究開発成果を製品化」


